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八十八 「『理性的実存』としての光明を掲げてゆけば あらゆるものが光明を放ってゆく」

八十九 「大宇宙大自然の理法に則った王道を積極性と勇気をもって開拓してゆけ」

九十　 「理念（イデア）文化ルネサンスこそ国家百年の大計であり



地球千年の大計である」

九十一 「信用を損う罪こそ最高の罪であり信用を得る功こそ最高の功である」

九十二 「大宇宙 大自然の理法に則った哲学的人間学こそが

天の栄光を無限供給してゆく」

九十三 「『理念（イデア）の愛』を探究し実現しつづけてゆけば

プラス一元の世界が実現してゆく」

九十四 「天を敬うという『秩序礼節』の心こそ 真に人々を愛する原点である」

九十五 「良識によって『一大光明結界』を創造し 叡智的光明の文化文明を幸えてゆけ」

九十六「良識に裏づけられた宗教精神 哲学精神 芸術精神を

ルネサンスしてゆけば 天の栄光が地上に顕れてゆく」

九十七 「天職発想 天命発想をもって人生の原点に使命感を発見してゆけ」

九十八 「『天啓』（預言）の真髄を叡智的光明によって活かしてゆくことが

真なる文化文明の礎になってゆく」

九十九 「繁栄と健康を通した平和と幸福と文化創造の『真因』を探究し

応用し 実践しつづけてゆけ」

一〇〇 「十七条の徳目を円相の徳として修めてゆけば

一つ一つの徳目が大調和の徳となってゆく」


